
消化するログハウス
ー温かみのある省エネ作業所としての提案ー



建築現場

建築現場

作業所建築現場

工事現場に設けられる作業所としてのプレ
ハブ。そこには様々な問題を抱えている。
解体問題
解体にお金がかかる
廃材の分別に手間がかかっている
ごみ問題
設計の自由度が低く、広さ、間取り、イン
テリア、デザインなどを変更しにくい
輸送問題

分別に手間が
かかる

施工性

解体

再利用

解体に手間がかかる

工事現場に設けられる
作業所としてのプレハ
ブ。そこには施工、再
利用、分別、運搬、解
体のしにくさやそれに
対するコストなどとい
った様々な問題を抱え
ている。

分別

コスト運搬

プレハブの問題点

施工面

材料 製品として

1日で組み立てられる

規格化しやすい

素人でも作りやすい

木の温かみがある

内部空間の充実木材の利用促進

建築現場 作業所

暑い

怖い
危ない

寒い 温かい

休める 安らぐ

集まれる

私たちはログハウスを作業所として使うことを
提案する。本提案では中長期的な工事現場を対象
とする。仕事場として毎日利用するにも関わらず、
作業環境としての快適性や省エネ対応が疎かにさ
れがちな建築現場のプレハブ作業所を、ログハウ
スで構成することで、建設しやすさと職場として
の快適性を両立することが可能となる。

暗い

パターン A パターン B

敷地境界線に合わせて自由に配置

公私空間の両立

ログハウスを雁行して配置することで、
現場ごとに多様な作業所を作り上げる。隙間は作業員の
居場所となり、公私の環境を選択できるようにし、
職場環境の快適性を高める。

ログハウス作業所は役目を終えると、人の手によって解体される。出てきた製材は、用途を転換させ、建築物に
付属する家具や、広場を豊かにするモジュールとして利用することで材料を無駄にしないサイクルを生み出す。

公

私

公

公
私

還元

現場で建てて、現場に還元する
解体後の輸送も不要 省エネ ベンチ

本棚

藤棚

外部の休憩スペース

01 プレハブの後始末 02 ログハウスの良いところ

03 提案 :ログハウスの作業所 04 作業所が快適であること

05 ログハウスを組み合わせること

06 製材の転換

プレハブの後始末

常に緊張感がある工事現場に対して、安らげる作業所の存在が重要である。

■離れていても繋がっているパブリックウィンドウ



訪問者に分かりやすいように建物高さを決定

ダイアグラムに合わせて開口部、出入口を、機能に合わせて樹種を決定し 3種類を規格化。

WSを複数設け、フリーアドレス化を図る

作業員ゼネコン 作業員ゼネコン作業員ゼネコン

建物へ
建物へ

建設開始建設開始

憩いの場

工期が短いため、ログハウスを
どんどん消費していくことができる

組み合わせを変える
ことで、工期が長い
場合など、関係者の
コミュニティ形成を
促すスペースを設け
ることもできる。

設計条件
・丸太組構法、平屋建て、
   ログ壁高さ４ｍ以下、建築物高さ 13ｍ以下とする
・床面積は 5ｍ×６ｍ
　( 半屋外空間、テラス等は含まない )
　室内に間仕切りログ壁を入れることも可
・屋根形状は切妻、寄棟、片流れ、その他形状自由

規格 A　中央窓パターン 規格 B　間口 6mパターン 規格 C　間口 5mパターン

作業所として必要な諸室を 1ハウスに当てはめる 雁行させて配置しながら、ログハウス同士に
2mや 3mの隙間を設ける

軸を通し、その箇所を開口部とする

テラスを設け、作業所に回遊性を生む
淀み空間は植栽空間としても活用

オモテウラを設けず、多様な居場所を生み出す

L字パターン

直線並列パターン

小規模建築パターン

敷地によっては、、、

機能に合わせて屋根形状を決定 一部向きを変え、立面を充実させる

「ログハウスのポピュラーモジュール
  5ｍ×6ｍサイズで省エネルギー対応
  ログハウス空間を自由提案」 

床下換気

自然換気

太陽光発電

日射遮蔽

開口部を大きく設ける等して、
自然換気を促し、省エネを図る

課題

1500

レッドパイン材 ホワイトオークアフゼリア

外来棟

倉庫・シャワー

会議棟

WC

WS
※ワークスペース

※

ミニキッチン

職人棟

詰所休憩所 更衣室

2m 2m3m 3m

工期が進むにつれ、現場に携わる人も減っていく。それに合わせてワークスペースや職人棟を縮小し、随時解体して、建築現場に転換していく。

現場関係者同士のコミュニティ形成

07 ダイアグラム

08 構造、構法、規格

10 解体プロセス

09 省エネ



内観パース
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ワークスペース詰所

外来用会議
少人数会議

ワークスペース

WC WC
更衣室 更衣室

休憩室

会議室WC

WC

下足室

フリースペース

工事現場

職人さんとの会議は詰所で

ゼネコン以外の社員や
職人さんが使える場所

フリーアドレスな職場環境
訪問者に分かりやすい入口

毎日変わる職人さんどうしが
コミュニケーションを形成する場

1人になれる
休憩スペース

デッキに座って一休み

人が通りにくい場所は
たまり場になっていく

移動可能な机で様々な人数の会議に対応

物入

フリーアドレスな職場環境

シャワー室

シャワー室

建築現場
N

■詰所 ■外来用会議室 ■プライベートテラス



内観パース 内観パース
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■パブリックテラス ■ワークスペース ■休憩室


